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広瀬舘地域づくり協議会は、会長、副会長（自治会長）、監事、顧問、理事会、環境安全部会、社

会福祉部会、生涯学習部会、交流センター事務局から成り立っています。

環境安全部会

・防災、防犯活動に関する事。環境整備に関する事。

部会長・１名 副部会長・１名 部会員・若干名

（交通安全協会広瀬舘支部など）

社会福祉部会

・地域福祉に関する事。健康増進に関する事。子ども子育てに関する事。

青少年の健全育成に関する事。

部会長・１名 副部会長・１名 部会員・若干名

（民生委員、児童委員、主任児童委員、地域福祉推進委員、老人クラブ、母子健康推進員、食生

活生活改善推進協議会、ひだまりの会など）

生涯学習部会

・生涯学習に関する事。文化活動に関する事。体育振興に関する事。

部会長・１名 副部会長・１名 部会員・若干名

（推進委員、スポーツ推進委員、男女共同参画推進員、中学校PTA、小学校育成会、保育園父母

の会、成人クラブ、青年会など）

交流センター事務局

・各種会議に関する事、広報に関する事。交流センター施設等の事務運営管理に関する事。

事務局長・１名 指導員・４名

各種団体の部会員は、新年度で役員の交代があり入れ替わりがあります。

令和６年もいろんな行事の開催を予定しております。地域の皆さんのご参加、ご協力よろしくお

願いいたします。
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広瀬舘地域づくり協議会理事紹介

令和６年広瀬舘地域づくり協議会のお世話をしていただく理事が決まりました。

会 長 才田 清志（再）

副会長 《舘》加藤 新平（新） 《祖谷》三吉 勝彦（新） 《小坂》常本 良孝（新）

顧 問 北名 和貴（西太美駐在官）

監 事 《小坂》湯淺 武（再） 《舘》才田 和昭（新）

理 事

《舘》 加藤 昭悦（再） 加藤 誠（再） 高坂 幸雄（新） 加藤 正剛（新）

《小坂》 岩崎 武則（再） 野嶋 幹夫（再） 湯浅 宏（再） 北村 幸雄（再）

湯浅 卓也（再） 常本 浩二（再） 常本 一也（新） 北村 容一（新）

《祖谷》 湯浅 正（再） 恒川 弘（新） 長谷川健一（新） 渡辺 寛樹（新）

《地域づくり支援員》 吉田 敏一（再） 吉田 麻紀（再） （敬省略）

よろしくお願い致します。
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『花と緑の楽園』一年間の活動を発表！

令和６年２月８日（木）午後１時３０分、いのくち椿館において「令和５年

度花と緑の銀行南砺支店地方銀行活動推進会議」が開催されました。

この会議は、南砺市内の花と緑の普及推進の担い手となっている頭

取・グリーンキーパーが一堂に会し、事例発表など花と緑の推進に必要

な地域課題の解決方法などの情報を交換して、相互交流を図ること

を目的に行われています。

花と緑の銀行南砺支店事務局長の挨拶の後、令和５年度国土交通大

臣表彰、花と緑の功労者及び富山県花のまちづくりコンクールなどの受賞者発表がありました。令和

５年度活動事例発表では、当広瀬舘地区『花と緑の楽園』のグリーンキーパー林陽子さんが、「花壇づ

くりの一年を振り返って」と題して、花壇が出来上がった時の感動や、苦労したことなどをパワーポ

イントを使って発表されました。

休憩をはさんで、『花のお世話の前に、土壌・肥料のあれこれ』（石黒 哲也氏）、『花壇づくりのレイ

アウト』（舘 睦美氏）の講演会があり、参加した約７０名の参加者は今後の花壇づくりの参考にと耳を

傾けていました。

今年も花壇に咲く綺麗な花を見られるのが楽しみです。

各地区の取り組み事例を聴く

令和６年２月４日（火）アミュー・
ホールにおいて、小規模多
機能自治第２回各地区取り
組み発表会、第３回ジェンダー
ギャップ解消セミナーが開
催されました。

事例紹介、パネルディスカッションでは、兵庫県
豊岡市から参加していただいた豊岡市の地方創
生での「人口減少対策の取り組み」「ジェンダー
ギャップの解消」を題材にした内容で、話しをされ
ました。豊岡市は、南砺市と似たところがあると
いう事でした。

参加者は、どのようにしたら、うまく地域づくり
協議会を運営していけるかを質問して今後の運
営の参考にと真剣に聴いておられました。

その後、南砺市内の各協議会の取り組み発表
で、『元気なおねえちゃん食堂』（南蟹谷地区）、
『奥医王９３９トレッキング』（西太美地域づくり協議
会）、『地区防災計画策定に取り組んで』（福野北
部地域づくり協議会）、『南砺市社協の取り組みと
災害時支え合いマップづくり』（南砺市社会福祉
協議会）の４団体の取り組みが発表されました。

令和６年２月１８日（日）
福野文化創造センター
ヘリオスにおいて、第２０
回南砺市社会教育推進
大会が開催されました。
開会の挨拶の後、令和

５年度南砺市教育委員会表彰式があり、一般表
彰の部（８個人３団体）、特別表彰の部（５個人、１
団体）の方が授与されました。その後、社会教育
実践発表で、「ハッピーHAPPYクローバー」の皆
さんの素晴らしい発表がありました。

記念講演では、『私は創造的でありたい～人
生に「もう遅い」はない～』と題して、講師の若
宮正子氏（ITエヴァンジェリスト）の講演がありま
した。若宮さんは、定年まで勤務された後、５８歳
からパソコンを独学で習得して、「hinadan」と言
うゲームアプリを公開された経緯など、パソコ
ンで、会場の人にわかりやすく、そしてユーモア
たっぷりに講演をされ、会場に来ていた皆さん
を若宮ワールドに引き込まれ、時間を忘れるほ
ど、魅了されました。若宮さんの言われるように、
もう、年だから・・・とか思うよりも今からでも遅く
ないと言う気持ちになりました。

南砺市社会教育大会
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２月に入ってから、南砺市内で、パソコンを操作中「ウイルスに感染」との警告が流れ、連絡先の

「＋」から始まる電話番号にかけたところ、「修理が必要」「代金を支払う必要がある」等と言われ、

コンビニで合計３０万円分の電子マネーカードを購入し、番号を相手に伝えて騙し取られた被害が

発生しました。

「サポート詐欺」の手口であり、慌てて電子マネーカードを購入することなく、信頼できる家族

や、警察に相談をお願いします。

そのほか、「＋からの電話」「ATM」「今だけお金が戻る」「資産が倍増」「０５０から始まる電話」と

いった詐欺に関するキーワードに注意するようお願いします。

～ 落ち着いて 振り込む前に まず相談 ～

● 家族や周囲の方にも注意喚起してください！

● 安全情報ネット未登録の方には、是非登録をお勧めください！

お問い合わせは南砺警察署へ

０７６３－５２－０１１０

※南砺警察署からの案内を表示しています。

福光南部小学校にも、メジャーリーグの大谷翔平選手から『野球しよ

うぜ～』の合言葉と共に３個のグローブが届きました。

３個のグローブは、右利き高学年用、低学年用、左利き用です。この３

個のグローブだけを使って野球をして欲しいのではなく、“この３個の

グローブを加えてみんなで野球をしてほしい”と言う願いが込められ

ているそうです。

南部小学校では、大谷選手からのメッセージを紹介した後、代表児童に始球式のキャッチボール

をして、代表児童から、「大谷選手になった気分」「野球がうまくなった気持ちになれる」との感想

がありました。そして、全校児童一人一人がグローブを手に取ってとても楽しそうでした。もうすぐ

新しいグラウンドも使えるようになります。ピカピカのグラウンドと新しい用具で野球をするのが楽

しみです。大谷選手、地域の方、すてきなプレゼントありがとうございました。

～一部南部小ＨＰより抜粋～

ご注意！！「サポート詐欺」

慌てて電子マネーカードを購入せず、まず相談！
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・実施日 ３月２２日（金）

・実施時間 午後６時半～午後７時半の約１時間

・今月の巡回者 野嶋 幹夫さん、湯浅 正さん よろしくお願いします。

二十四節気の「立春」から「雨水」に移り、春が

一歩一歩と近づいています。

３月は年度の変わり目。各種団体は一年の総決

算、役員の交代、新年度に向けての計画立案と目

まぐるしい月となります。

当協議会でも総括、そして新年度の事業計画

立案を総会に向け、準備を進めていきます。

３月５日（火）、１９日（火）

３月７日（木）

３月８日（金）

３月９日（土）

３月１４日（木）

３月１６日（土）

３月１７日（日）

３月１８日（月）

３月２０日（水）

ふれあいクラブ

JA女性部総会

南部小学校教育振興会役員総会

社会福祉部・生涯学習部合同会議

みんなのサロン、南砺市円卓会議、福光中学校卒業式

健康マージャン

老人クラブ総会

南部小学校卒業式

広瀬舘防災訓練

３月の予定

編 集 後 記

３月の青パト巡回日

みんなのサロン（２月期）

～次回「みんなのサロン」からのお知らせ～

シニア向け『eスポーツ体験』 沢山の方の参加お待ちしています。

・３月１４日（木） ９：３０～１１：００、広瀬舘交流センター

２月１４日（水）舘・妙敬寺の立野寿住職に、講師に来ていただき、最

近の仏事についてのお話しをお聴きしました。

「お葬式」についてのお話しで、新型コロナウイルス感染症の拡大

にともない、人の集まりが自粛されるようになり、今までのように大

切な人を送る儀式が行えなくなり、「お葬式」の流れが大きく変わっ

てきたと共に、家族葬が多くなってきている。都会では、「お葬式」さ

え行われず、「お葬式」に対する考えも変わってきたそうです。

そんな中、支え合い、助け合いながら様々なご縁をどういう風に受け止め

て生きていくかをわかりやすい言葉で話されました。

その後アートレクリエーションで、紙と鉛筆ではがきサイズの四角を書き縦、

横、10本線を引きます。マス目に色エンピツで、好きな色を取替えて塗ります。

塗る向きを変えたり、何マスかつなげて塗ったりと自由に塗って仕上げます。

参加者の皆さんは、個性あふれるアート作品作りを楽しんでおられました。 楽しく色を塗る様子


